













































































































































ディアナ』Indianaには最初 G. Sandと署名され，まもなく George Sand
となる．つまり，初めの頃『アンディアナ』の読者は作者が男性だと思っ

















































































す作品（1840年の『フランス遍歴職人』Le Compagnon du tour de France，
1845年の『アンジボーの粉ひき』Le Meunier d’Angibault，1847年の『ア
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